
　本書を手にしながら「やっと歯科衛生士が診
療報酬について前向きに学ぶときがやってきた
のだ」と感慨深く感じ，時代の動きを本書にみ
ました．
　診療報酬を語るということは，未来の日本を
語るのと同じぐらいの価値があります．本書の
前半は，診療報酬の総論，医療保険制度の概要，
歯科点数表とは何なのかについて述べられてい
ます．なぜここからの説明が必要なのでしょう
か．
　昨今日本の経済状況は厳しく，すぐにでも立
て直さなければなりません．2016 年 12月に
経済財政諮問会議から出された「経済・財政再
生計画改革行程表」の最初の部分には，社会保
障分野の医療介護提供体制の適正化について，
2020年までに行う社会保障を含めた「財政再
建」や団塊世代が 75歳に達する段階での社会

的対応として整えるべき「地域包括ケアシステ
ム」，そして団塊世代の方々の“人生の最終段
階”への対応と団塊ジュニアの方々が 60歳を
超え，生産年齢人口が激減する「2035年問題」
についての見解が示されました．これからは
待ったなしで，改革は進んでいくことでしょ
う．歯科医療のあり方も医療保険制度の変化と
ともに変わっていきます．
　目標に掲げていた「8020運動」の達成者は
50％（平成 28 年歯科疾患実態調査）です．
また，12 歳時の平均齲蝕数は 0.86 本（平成
27年度学校保健統計調査）で，カリエスフリー
は 62％となっています．こういったところか
らも，対処療法の時代に終わりがみえはじめた
ように思います．これからは，間違いなく「予
防」と「継続管理」の時代へとシフトしていく
はずです．それに伴い歯科衛生士の役割はさら
に大きくなることでしょう．
　本書の後半部分では，実際に多くの歯科衛生
士が臨床現場で携わっている業務に関する診療
報酬ついて，事例に基づき解説されています．
ただポイントがまとめられているだけではな
く，図やグラフなどを用いて明確に示されてい
ます．最後の付録では，処置別に項目とその保
険点数が示されています．明日の臨床から，実
践的に使用できる便利な付録だと思います．
　これからは歯科衛生士が，診療所においては
「ユニットを預かり患者さんを継続して予防管
理していく」，周術期においては「病診連携を
進める」，歯科訪問診療においては「専門職種
として“訪問歯科衛生指導”に出る」時代です．
当然その業務に対する診療報酬の理解なしに
は，プロとしての医療提供はできません．「木
を見て森を見ず」ではなく，しっかりと森を見
たうえで，木のあり方を見るようにしましょ
う．本書は時代を牽引する一冊だと思います．
ぜひご一読ください．
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歯科衛生士の保険診療が
すべてわかる一冊！

㈱デンタルタイアップ
評・小原啓子（歯科衛生士）
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